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チャレンジ被
災
者
支
援
の

コ
ー
ディ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
を
整
備

東
京
都
千
代
田
区
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
）

災
害
中
間
支
援
組
織
と
し
て

被
災
者
支
援
の
調
整
を
担
う

　

東
京
都
千
代
田
区
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
代
表
理
事
：
栗
田
暢
之
氏
）
は
、「
災
害
時
に
お
い

て
も
、
す
べ
て
の
市
民
が
多
様
性
を
認
め
あ
っ
て
支

え
あ
い
、
尊
厳
の
あ
る
生
活
が
守
れ
る
社
会
を
目
指

す
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
も
と
、
災
害
支
援
の
中

間
支
援
組
織
と
し
て
、
被
災
者
支
援
に
お
け
る
課
題

解
決
の
た
め
に
支
援
者
間
の
連
携
を
促
進
し
、
支
援

の
調
整
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

法
人
の
設
立
経
緯
は
、
東
日
本
大
震
災
で
の
経
験

を
踏
ま
え
、
平
成
25
年
７
月
に
全
国
域
の
災
害
支
援

組
織
が
有
志
で
集
ま
り
、
国
内
に
お
け
る
災
害
時
の

調
整
機
能「
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
構
想
」に
つ
い
て
協
議
を
開

始
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
構
想
は
、
ア
メ
リ
カ

国
内
に
お
け
る
災
害
時
の
支
援
調
整
を
行
う
「
Ｎ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ 

Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
」
の
仕
組
み
を
参
考
に
し

た
も
の
で
、日
本
に
適
し
た「
被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」の
機
能
を
目
指
し
、平
成
28
年
11
月
に

支
援
の
調
整
役
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
て
い
る
。

　

主
な
活
動
は
、
多
様
な
担
い
手
と
と
も
に
全
国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
災
害
時
の
支
援
調
整
を
は

じ
め
、
災
害
に
備
え
た
啓
発
活
動
、
災
害
支
援
に
関

す
る
研
修
の
企
画
、
政
策
提
言
な
ど
を
実
施
。
さ
ら

に
、
平
時
か
ら
の
連
携
を
進
め
る
た
め
、
支
援
関
係

者
や
行
政
を
対
象
に
し
た
「
災
害
時
の
連
携
を
考
え

る
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

必
要
な
支
援
を
効
果
的
に

届
け
る
た
め
の
基
盤
を
整
備

　

同
法
人
は
、
令
和
３
～
４
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の

モ
デ
ル
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
助
成
金
を
活
用
し
、「
被

災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
確
立
す
る

た
め
の
基
盤
整
備
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　

同
事
業
は
、
災
害
時
に
必
要
な
支
援
を
効
果
的
に

届
け
る
た
め
の
「
被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」
の
基
盤
整
備
を
目
的
に
、
①
被
災
者
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
全
体
機
能
の
検
討
、
②
支
援
分

野
別
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
な
ど
の
検

討
、
③
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
研
修
、
④
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
周
知
・
普
及
活
動
を
行
っ
た
。

　

事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
事
務
局
長
の

明
城
徹
也
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
東
日
本
大
震
災
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

こ
れ
ま
で
の
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
令
和
元
年

度
よ
り
新
た
に
複
数
年
（
最
長
３
年
間
）
に
わ
た
り

支
援
す
る
「
モ
デ
ル
事
業
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し

ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
事
業
を
通
じ
明

ら
か
と
な
っ
た
課
題
や
、
社
会
的
に
認
知
が
進
ん
で

い
な
い
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
新
た
な

「
モ
デ
ル
」
と
な
り
得
る
活
動
に
対
し
て
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
の
モ
デ
ル
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
活
用
し
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。

WAM助成
モデル事業

 WAM から ひと言

　被災者支援における中間支援組織
として、コーディネーションガイド
ラインの作成を行い被災者支援の基
盤を整備するとともに、支援の調整
を行うコーディネーターの育成研修
を行うなど、支援の「もれ・むら」を
なくす活動をしていることは大いに
評価できます。
　災害時においては、行政をはじめ
とする関係団体との連携が必要不可
欠であることから、継続的かつ積極
的な取り組みとともに、成果につい
てもエビデンスを蓄積し、社会へ向
けて発信し続けることを期待します。
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動
に
対
す
る
認
知
度
が
低
く
、
連
携
体
制
が
構
築
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
専
門
性
を
も
つ
支
援
団

体
の
受
け
入
れ
調
整
を
ど
の
機
関
が
担
う
の
か
が
明

確
で
は
な
く
、
被
害
や
支
援
状
況
の
全
体
像
が
把
握

で
き
ず
、
効
果
的
な
支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
教
訓
か
ら
熊
本
地
震
の
発
生
以
降
は
、

行
政
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
支
援
関
係
者
が
集
ま
り
、
課
題

解
決
に
向
け
た
検
討
を
行
う
情
報
共
有
会
議
が
開
催

さ
れ
る
な
ど
、
連
携
が
図
ら
れ
る
一
方
で
、
被
災
者

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
な
内
容
が
示

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
実
際
に
調
整
役
を
担
う
人

材
が
育
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
日
本
各
地
で

災
害
が
発
生
し
て
も
、
支
援
の
『
も
れ
・
む
ら
』
を

な
く
し
、
必
要
な
支
援
が
効
果
的
に
届
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
被
災
者
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
機
能
・
役
割
を
明
文
化
す
る
と
と
も
に
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
、
支
援
関
係
者
へ
の
周
知
・

普
及
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
検
討
し
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

　　

1
年
目
の
取
り
組
み
と
し
て
、
被
災
者
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
全
体
機
能
の
検
討
で
は
、「
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
」
と
「
災
害
中
間
支
援

組
織
全
体
会
」
の
２
つ
の
会
議
を
設
置
し
た
。

　

会
議
体
に
つ
い
て
、
事
業
担
当
の
鈴
木
淳
子
氏
は

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「『
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
』
は
、
日
本
Ｎ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
や
日
本
赤
十
字
社
、
ジ
ャ
パ
ン
・
プ

ラ
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ユ
ニ
ッ
ト
等
の
委
員
７

人
の
ほ
か
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
内
閣
府
防
災
担

当
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
、
中
央
共
同
募
金
会
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、『
災
害
中
間
支
援
組
織
全
体

会
』
は
全
国
の
災
害
中
間
支
援
組
織
20
団
体
で
構
成

し
ま
し
た
。『
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
』
で

検
討
し
た
内
容
を
、
実
際
に
調
整
役
を
担
う
『
災
害

中
間
支
援
組
織
全
体
会
』
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、

共
有
し
な
が
ら
意
見
を
出
し
あ
う
こ
と
で
共
通
認
識

を
醸
成
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
中
間
支
援

組
織
全
体
会
の
メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
は
、
全
体
会
で

は
自
分
の
意
見
を
話
し
に
く
い
方
も
い
る
た
め
、
最

初
は
個
別
に

意
見
を
聞
い

た
り
、
顔
の

見
え
る
関
係

性
を
構
築
す

る
た
め
、
両

方
の
会
議
体

を
合
同
で
開

催
す
る
機
会

を
設
け
ま
し

た
」。

　

2
つ
の
会

議
体
で
は
、

災
害
時
に
必

要
と
さ
れ
る

被
災
者
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の

機
能
や
役
割

等
に
つ
い
て

検
討
を
重

ね
、「
被
災

者
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
機
能
と
し
て
、
①
連
携
を
促
進
す
る
機

能
、
②
全
体
像
を
把
握
す
る
機
能
、
③
活
動
を
支
援

す
る
機
能
、
④
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
調
整
機
能

の
4
つ
を
定
義
し
、
こ
れ
ま
で
行
政
・
民
間
組
織
が

行
っ
た
実
践
事
例
を
は
じ
め
、
実
施
体
制
や
調
整
の

基
本
フ
ロ
ー
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る

平
時
か
ら
の
取
り
組
み
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

さ
ら
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
で
は
、
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令和 3 ～ 4 年度 WAM 助成モデル事業

特定非営利活動法人 
全国災害ボランティア支援団体

ネットワーク
被災者支援コーディネーション機能を確立するための基盤整備事業

助成額
令和3年度  731万8千円
令和4年度　　  687万円

【事業概要】
　日本各地で災害が発生しても、支援の「もれ・むら」をなくし、
必要な支援が効果的に届けられるために、被災者支援のコーディ
ネーションに関する機能・体制を明文化するとともに、コーディ
ネーターの育成、支援関係者への普及啓発を行う事業

【実施内容】
◆�被災者支援コーディネーションの全体
機能の検討
2つの会議体を設置し、災害時に必要と
される被災者支援コーディネーション
機能やガイドラインの作成、研修プログ
ラム等の検討を行う

◆支援分野別のコーディネーションの在
り方などの検討
支援課題が多い分野ごとにワーキング
グループを設置し、分野別のガイドラ
インを作成

◆コーディネーター育成研修
被災者支援の調整を担うコーディネー
ターの育成プログラムを開発し、災害
中間支援組織において研修を実施

◆コーディネーションの周知・普及活動
全国フォーラムや各地で開催される研
修会などで、被災者支援コーディネー
ションの機能や必要性を発信

事業概要

【成果】
◆「被災者支援コーディネーション」の機能や役割、事
例などをまとめたガイドラインを作成したことによ
り、支援関係者がコーディネーションに関する共通認
識を醸成することにつながった
　　さらに、被災者支援の全体像を14分野に整理し、
支援課題を多い5分野（家屋保全、食と栄養、子ども支
援、物資支援、外国人支援）のガイドラインを作成した

◆コーディネーター育成研修は、
奈良県と長野県の災害中間支
援組織の関係者を対象に開催
し、延べ 49 人が受講した。
研修には行政や社協の職員も
参加し、コーディネーション
の内容を共有することで連携
体制の強化を図った

◆コーディネーションの周知・普及に向けた活動では、
全国フォーラムや研修会などのイベント（計39回）
を通じて、被災者支援コーディネートの概要やガイド
ラインの内容を行政や支援関係者に発信し、必要性を
広く周知することができた

◀WAM助成
　 e -ライブラリー
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災
害
時
に
支
援
課
題
の
多
い
「
家
屋
保
全
」、「
食
と

栄
養
」、「
子
ど
も
支
援
」
の
3
分
野
に
つ
い
て
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
支
援
事
例
を
体
系

化
す
る
と
と
も
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組

み
を
検
討
し
、
分
野
別
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た
。

被
災
者
支
援
を
14
分
野
に
整
理

　

2
年
目
は
、
2
つ
の
会
議
体
を
継
続
開
催
し
、
災

害
時
の
被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組

み
づ
く
り
を
は
じ
め
、
行
政
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
、
災
害
中
間
支
援

組
織
と
共
通
認
識
の
醸
成
を

図
り
な
が
ら
、
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
被
災
者
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
議
論
を

具
体
的
に
展
開
す
る
た
め
、
被
災
者
支
援

の
全
体
像
と
し
て
時
系
列
に
14
分
野
に
整

理
し
た（
図
）。支
援
分
野
の
整
理
を
受
け
、

2
年
目
は
「
外
国
人
支
援
」、「
物
資
支
援
」

の
2
分
野
を
選
定
し
、
新
た
に
設
置
し
た

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
検
討
を
踏
ま

え
、
分
野
別
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し

た
。

　
「『
外
国
人
支
援
』
は
、
あ
る
程
度
の
支

援
の
仕
組
み
が
あ
る
も
の
の
、
災
害
支
援

と
外
国
人
支
援
を
行
う
支
援
者
の
接
点
が

な
く
、
効
果
的
な
連
携
が
図
ら
れ
て
い
な

い
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
外
国
人
支
援
の

活
動
や
支
援
事
例
を

掲
載
し
、
調
整
役
を

担
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
把
握
し
て
も

ら
う
内
容
と
し
て
い

ま
す
。『
物
資
支
援
』

に
つ
い
て
は
、
行
政

の
役
割
が
大
き
い
こ
と
か
ら
行

政
の
支
援
に
精
通
し
て
い
る
専

門
家
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
ま
と
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
般
的
な
物
資

だ
け
で
な
く
、『
大
規
模
災
害

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
関

連
団
体
協
議
会
』（
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｔ
）

と
い
う
リ
ハ
ビ
リ
関
係
の
災
害

支
援
組
織
が
過
去
の
災
害
で
福

祉
用
具
を
配
布
し
た
情
報
な
ど

も
盛
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま

す
」（
明
城
氏
）。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
研
修
を
実
施

　

支
援
の
調
整
を
担
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

に
つ
い
て
は
、
新
た
に
人
材
育
成
部
会
を
設
け
、
作

成
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
も
と
に
、
奈
良
県
と
長
野
県
の
災
害
中
間
支
援

組
織
の
関
係
者
を
対
象
に
研
修
会
を
実
施
し
た
。

　

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
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特定非営利活動法人
全国災害ボランティア支援

団体ネットワーク

事業担当

鈴木  淳子氏

災害中間支援組織の関係者を対象にしたコー
ディネーター育成研修の様子。行政や社協の職
員も参加することにより、実践するコーディ
ネーションについて共有することができた

発生　　→　　3カ月　 →　　　 半年　　  → 　　　　　　2年
①在宅（調査、移動、家屋、健康、経済、ケース）

②避難所（調査、運営（環境整備、支援調整））

③応急仮設住宅（環境整備、移動、見守り、生きがい、ケース）

④災害公営住宅（環境整備、見守り、ケース）

⑤食と栄養（食材、食事、調理環境、ケース）★

★は、分野別コーディネーション・ガイドラインを作成

⑥子ども（居場所、ストレス、メンタルケア、施設）★

⑦物資（衣料、消耗品、家電、備品、ケース）★

⑧保健医療福祉／要配慮者（ケース、環境整備、物資など）

⑨外国人（多言語発信、翻訳・通訳、調査）★

⑩ペット（食料、飼育用品、住み分け、健康管理）

⑪家屋保全（床下、壁、屋根、カビ、土砂、貴重品、のり面）★

⑫暮らしの再建（相談、ケース、経済、物資、転居、写真）

⑬コミュニティ形成（施設、備品、場、まちづくり）

⑭生業（農業、商店、事務所、販促、イベント）

被災者の生活
の場所ごとの
分野

被災者の課題
ごとの分野

避難生活
を支える

生活を
再建する

地域の
賑わい

※ジェンダーに関して上記のあらゆる領域に関係
していることにも留意する必要がある。

※災害によっては、市町村域・都道府県域を超える
　「広域避難」への対応が必要になるケースがある

図 被災者支援コーディネーション　支援分野の全体像（14 分野×時系列）
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●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

�お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
や
役
割
、
支
援
内
容
、
行
政
の
被

災
者
支
援
制
度
を
学
ぶ
座
学
と
ケ
ー
ス
検
討
を
中
心

に
行
っ
た
。

　
「
ケ
ー
ス
検
討
で
は
、
水
害
や
地
震
を
想
定
し
て

被
害
状
況
や
規
模
を
提
示
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
支
援
ニ
ー
ズ
と
全
体
像
を
把
握
し
な
が
ら
、

課
題
解
決
に
向
け
た
調
整
を
行
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
災
害
時
に
行
政
や

社
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
支
援
関
係
者
が
集
ま
り
、
課
題

解
決
に
向
け
た
検
討
を
行
う
情
報
共
有
会
議
を
想
定

し
、
課
題
に
対
す
る
支
援
方
針
や
調
整
の
提
案
を
行

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
組
み
込
み
ま
し
た
。
研
修
会
に
は

行
政
や
社
協
の
職
員
も
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災

害
中
間
支
援
組
織
が
実
践
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
把
握
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
連
携
体
制
の

強
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」（
明
城
氏
）。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
周
知
・
普
及
活
動
で
は
、

同
法
人
が
毎
年
開
催
す
る
「
災
害
時
の
連
携
を
考
え

る
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
、
都
道
府
県
域
で
行
わ
れ

る
研
修
会
（
延
べ
39
回
）
で
、
被
災
者
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
や
役
割
、
作
成
し
た
各
種
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
説
明
を
行
い
、
参
加
し
た
支
援
関
係

者
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
広
く
周
知

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

現
在
は
、
行
政
や
全
国
の
支
援
関
係
者
か
ら
被
災

者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
講
演
依
頼

が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

と
い
う
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に

新
た
な
活
動
に
発
展

　

助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
被
災
者
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
や
機
能
、実
践
事
例
等
を
ま
と

め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
支
援
関
係
者
の
共

通
認
識
を
醸
成
す
る
た
め
の
土
台
づ
く
り
が
で
き
た
。

　
「
被
災
者
支
援
を
14
分
野
に
整
理
し
た
こ
と
に
よ

り
、
全
体
像
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
り
、
そ
の
な

か
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
優
先
的
に
作
成
す
る
分
野

を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
で
、
各
地
の
災

害
中
間
支
援
組
織
で
研
修
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
支
援
関
係
者
が
集
ま
る
議
論
の

場
を
設
け
、
支
援
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
図
ら
れ
る
こ
と
で
連
携
体
制
が
強
化
さ
れ
た
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
」（
明
城
氏
）。

　

モ
デ
ル
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
は
、
千
葉
県
に

お
い
て
被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
も
と
に
し
た
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
ほ

か
、
長
野
県
で
は
子
ど
も
支
援
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

参
考
に
し
て
、
行
政
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
に
よ
る
緊
急
時
に
お
け

る
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
と
い

う
。

　

今
後
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く

と
と
も
に
、
行
政
・
社
協
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
三
者
に
よ
る
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
体
制
の

構
築
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が

ら
、
災
害
時
を
想
定
し
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
等
を

通
じ
て
、
三
者
の
役
割
を
検

証
・
改
善
し
て
い
く
事
業
に

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
し

て
い
る
。

※�このたびの令和6年能登半島地震においてJVOADは、協定を結んでいる石川県、タイアップ宣言により連携する内閣府、そして地元団体や支援組織と協議を重ね、
対応にあたっている（令和6年1月現在）。

　

　モデル事業では、5 分野の支援分野別
ガイドラインを作成しましたが、整理が
必要な分野が残されています。とくに「保
健・医療・福祉分野」については、今回
蓄積したノウハウをもとに着手しなくて
はならないと考えています。
　また、災害中間支援組織の体制は脆弱

であることが多く、財源や人材確保は喫緊の課題となっていま
す。当法人は令和 3 年に災害支援のネットワークやノウハウづ
くり、キャパシティビルディングなどを応援する「災害支援そ
なえ令和基金」を設立しており、さらに充実させることで、平
時からの体制整備につなげていくことを目指しています。

特定非営利活動法人
全国災害ボランティア支援団体ネットワーク

事務局長　明城  徹也氏

「保健・医療・福祉分野」の
ガイドラインを作成

〒 100−0004  
東京都千代田区大手町 2−2−1 新大手町ビル 267−B
T E L： 080−5961−9213
U R L： https://jvoad.jp/
設　　立：平成 28 年 11 月
代表理事：栗田　暢之

◆団体概要

19 ●WAMー2024.2

oka
WAM著作


